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1993 年 の長崎 を例 と した梅 雨前 線停滞時の 多雨 日 と少雨 日 にみ られ る広域大気場の比 較

〜梅雨降水量の長期変動理解へ のペース の
一つ として 〜

＊大谷和男 （岡山大学大学院 ・自然科学研究科），加藤内藏進 （岡山大学大学院 ・教育学研究科）

1．はじめに

　梅雨期 の 九州地方における大きな降水量 の 年々 変動は ，

多雨 日 に こ で は 日降水量 5（  m 以上の 日とする） の 寄

与 の 多寡に大きく左右され る。我々 は，これまで の 研究

で，（1）2000年代には九州北西部を中心 に梅雨最盛瑚の 総

降水量が減少して い た こ と，（2）それは ， 多雨日の 寄与の

減少を反映 して い た こ と 仮崎 ・鹿児島などの 日降水量

デ
ー

タを中心に詳 しく解析），（3）梅雨最盛期 の 南九州付

近で は 2000 年代の 多雨日の頻度が増加 して い るが，それ

は 前線の 出現頻度や位置 の 変化 とい うよ りも，まとまっ

た量の 降水域の 幅が狭くなる傾向 （気象官署の U降水量

の 南北分布 に基づ く）を反映 した可能 1生が 示唆され るこ

と，などを指摘 して きた （2013年度秋季大会，他）c

　 これ ら，2000年代に なっ て か らの 上述の 変化の 詳細な

実態や理 由の 解明の た め に は，まず，多雨 日の タイプ毎

の 詳細な降水分布や ， それをもた らす総観場の 違い を記

述し，その よ うな総観場の現れ方がどの ような広域の 因

子の 長期変化を反映 したもの か考察する必要がある。ま

た，そ の こ とは，地斑 盈暖化に伴う口本付近で の 地域規

模の 降水量や強度の 変化を予測する際に重要な手 がか り

の
一つ にもなり得よう。そ こ で今回は，多雨日の 頻出に

伴 っ て 梅雨期間 の 総降水量も多か っ た 1993年の 梅雨最盛

期 （こ こ で は，第 34〜37半旬，つ まり6115〜714の 期問）

を例に，長崎で の 「多雨日」 における降水や大気場の 特

徴につ い て，「少雨日」に み られ る特徴とも比較を行 っ たJ

本研究 で は ， 地上天気図上 で東経 130度に お い て，九州

付近の北緯30度〜35度の範囲に前線が位置し， 降水は

あっ たが 1 日 10mm 未満にとどまっ た 日を 「少雨日」 と

した （長崎が地上前線 の 南側 か，北側 か に よる違い は，

今回の 結果をべ 一
ス に，更に解析予定）。

2 ．地上　　　 ・　 と　 。
・　 1　 に おける日

長崎で は 「少 雨 口亅 と なる 口もあっ た （6！15，6117，6U6）。

つ まり， 前線 の 暖域 に あ た る南九 州付近 に多量の 降水が

もたらされる 方，そ の降水帯が前線付近 の 北西九州ま

で は及ぼない よ うな，降水域の 南北幅が狭い 事例もそれ

なりに ある こ とが示唆 された。

　 200

璽lll
黷
燮・・

監：1
　 0

璽 鯉 長 崎 　匚コ 鹿 児 島　一 前 線の 緯度

mo

丶

卜

δ
＼

卜

 囚
＼

O

ト

ミ
ロ

鵠
丶

O

覊
丶

の

HN

＼

ゆ

OH

＼
O

卜
H丶
O

の

く
 

36353433

駆
32
牽

3エR3029Z8

　図は略すが ， 長崎 で 多雨 日 となる場 合，口々 の 気象庁

の 天気図によると梅雨前線が九州付近 の緯度帯に位置し，

華南か ら日本 の 東海上まで伸びて い た。また，梅雨前線

上に は春季や秋季に み られる低気圧 よりは水 平ス ケ
ー

ル

の 小さな低気圧 が
， 東 シナ 海やそ の 以 西 に点 在 して お り，

そ の 低気圧の 北東方向にあたる日木海付近 （北緯 40 度）

に は高気圧 も存在して い た 。 さらに ， 地上前線 の 位置と

長崎 ・鹿児島で の 日降水量の 時系列によ ると （第 1 図），

長崎付近 （〜 32．5N）に地上前線が解析 されてい た場合，

長崎だけで な く， 南九 州 の 鹿児島で もま とま っ た 降水量

となっ て い る目が多か っ た （6f19，6122，7！2，　7／4）。なお，

地上前線が長崎付近やその 北方にある場合で も， 鹿児島

で 「多雨 日」 となっ た に もかかわらず，よ り前線に近い

第 1図　日々の 気象庁の 天気図に基づく東経 130度に沿 っ た地

上前 線の 緯度と長崎 ・鹿児島で の 日降水量 （1993／6／15〜7／4）。

3 ．多雨日と少雨 日 との広域大気場の 比較

　多雨日 と少雨日 とで それぞれ合成した水蒸気 フ ラ ッ ク

ス の 場か ら 1993〆6／15−−7！4 の 平均場を引い た偏差場によ

る と，多雨 日に は （第 2図，左 ），九州付近〜東海地方に

か けて 北向きの 大 きな 水蒸気 フ ラ ッ クス 偏差の 揚となっ

て お り， 平均場 よ り多量の 水蒸気が梅雨前線帯に輸送さ

れて い たとともに 、 九州付近からその 以西の 低気圧偏差

の 循環 に対応して，倒王帯を横り」っ て 九州北部まで 向か

う北向きフ ラ ッ ク ス の偏差がみられた。
一

方，少雨 日に

は （第2 図，右），丿L州 以東で は，東方ほ ど，東向きの 水

蒸気 フ ラ ッ ク ス 偏差が 大 きか っ た 。
つ ま り，多雨 日の 事

例 で は， 多量 の 水蒸気を含む気塊が，下層南風成分に よ

っ て降水帯を横切 っ て より北方まで 輸送される成分もあ

っ たの に対し，少雨日に は，平均場の 南風で 流入 した 水

蒸気が 西風によ っ て 東方へ 運び去 られ，降水域が南北に

広が りに くい ような広域場 で あ っ た可能性が示 唆され た u

今後 ，
且章で示 した事実と併せ て ，

2000年代の 変化との

関連を検討する必要がある。

　 HPtvr　Ro：nfull　onyヨ　ー　AVE　VVq92sc黜99］／6／、5Nフノ4〕椅剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊閏

］EN

冊 閇

25tS

ssNMN2SN

加 陀10

腎15匚

第 2 図　長崎で の 多雨 日 （左 〉と少雨 日 （右 〉で それぞれ合成

した 925hPa面にお ける気温場 Cc）と，1993／6／15〜7／4で 平均 し

た水蒸気フ ラッ クス （gk 『ms
−1
） との偏差場。

一 256　一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


